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「外国人目線による多言語対応現状調査事業」の概要
と報告
インバウンドの現状と施策について
経田　直哉　氏（北海道運輸局観光部観光地域振興課）

　訪日外国人の旅行者の推移は、2013年に1,000万人
を初めて達成して、14年は1,300万人、15年は 5 月ま
でで753万人になっています。このままいけば、今年
は1,800万人台になるのではないかと予想されていま
す。北海道では137万人で日本全体の約10%が来てい
ることになります。
　政府の体制は、13年に「観光立国推進閣僚会議」が
設置され、毎年「アクション・プログラム」が発表さ
れます。今年は、地方創生への貢献を図り、観光を日
本の基幹産業へと飛躍させ、歴史文化をより深く理解
してもらうことにより、質の高い観光立国を目指すと
しています。今年新しくできた観光庁の事業である「地
域資源を活用した観光地魅力創造事業」は、地域の観
光資源を世界に通用するレベルまで磨き上げるため、
歴史的景観、美しい自然、海洋資源、豊かな農山漁村、
魅力ある食文化等の観光資源を活かした地域づくり施
策と、体制づくり、受入環境整備、二次交通※2の充実
等の観光振興のための施策を一体で実施していくもの
になっています。
　JNTO※3では、外国人観光案内所の認定をしていて、
これまでに、全国に365カ所、北海道で35カ所認定さ
れました。双方の情報共有ができ、人材育成に繋げら
れるメリットがあります。 
　新幹線の開業効果として、北陸新幹線を例にあげる

と都市の活性化の進展、雇用の創出にも繋がり、企業
誘致にも成功したことがあります。

多言語表示の現状と課題
ウ・ヤチュン　氏（北海道商科大学大学院博士課程）

　 2月に道南地域をまわったときの感想です。この地
域は、とても歴史伝統が豊かで、かつては、北海道に
とって重要な地域だったと思います。本州と違う魅力、
歴史、伝統があって日本人の観光客にも宣伝したい魅
力的地域です。問題点としては、特に江差町でいうと
人口の減りが激しいことです。活気がなくなっている
のかと思う。交通、特に二次交通の不便もあります。
新幹線を降りて、次の目的地に行くには、二次交通の
重要性がとても際立ってきます。外国人観光客の受け
入れ体制が他の地域に比べてできていない感じがしま
す。外国語表示、宣伝が少ない。お土

み や げ

産品の不足も感
じました。地元の物を置いているだけではなく、地域
のブランド名が入って、地域らしい包装があって、こ
こに来たら必ずこれを買わないと来た甲

か

斐
い

がないと思
わせるお土産品があまりない。
　全道の外国語表示について調査をしました。いろい
ろなデジタルの外国語案内とかWi‒Fi、アプリがあり、
新千歳空港のインフォメーションの電子版は、すごく
使いやすい。内容も豊富で、さまざまな国の言葉があ
る。しかし誰も使っていませんでした。結局みんなカ
ウンターで案内のスタッフに聞いています、中には日
本語しか話せないスタッフもいて、お互いに困ってい
ました。Wi‒Fiは 1 回ダウンロードすれば、どこでも

※１　インバウンド
訪日外国人旅行や旅行者のこと。
※２　二次交通
空港や鉄道の駅から観光目的地までの交通のこと。
※３　JNTO
（独）国際観光振興機構。通称、日本政府観光局。

　（一財）北海道開発協会開発調査総合研究所に置かれた北海道インバウンド研究会では、
インバウンド※１の情報共有プラットホームを目指し『北海道インバウンド・インフォ』を
2014年11月に実証実験サイトとして公開しました。インバウンド事業展開に当たってはこ
れまで情報の量と質に地域格差も見られたため、共有サイトで網羅した各内容について、
各々の分野の各専門家や実務者から直接内容の解説、実施指導などを受けスキルアップが
できるよう、15年 7 月に江差町でセミナーを開催しました。照井江差町長のあいさつのあ
と、各講師の報告と最後に質疑応答を行いました。本稿では、各報告の概要を紹介します。

クローズアップ①渡島・檜山インバウンドセミナー

渡島・檜山地域のインバウンド受入環境整備向上に向けて
主催：一般財団法人北海道開発協会・江差町
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自動的に繋ぐことができますが、調査をしたら外国人
観光客はほとんどそのことを知りませんでした。

地域の魅力アップと情報発信
柳原　由実子　氏（JTB北海道本社観光開発プロデューサー）

　地域の魅力を外に伝えるとき、誰に何を情報発信す
るのか、誰をターゲットにしていくのかを考えなけれ
ばいけないと思います。他の地域と違うところを意識
して、自分たちのここが凄

すご

いというのをまず見つけてい
く。周りの地域と互いにないものを補って、周辺地域で
連携してPRをしていくのが重要だと考えています。
　住んでいるとなかなか気付かない地域資源はたくさ
んあるので、外部の目利きをうまく利用する。外国人
からの目線も大事な目利きです。ガイドの力も大きく
て、特に歴史、文化を持つ建物は、説明がないと分か
らない。そこは人の力で肉付けをして、より深く話す
ことによって、さらに魅力がアップする。ガイドの話
を聞いていろいろな会話をすることで触れ合う、これ
が大事です。人も観光資源と考えています。
　観光のブランド化は、地域に来るお客さまが期待し
ているものを継続的に提供し続けることではないかな
と思います。外国の方が道南地域に求めるのは、やっ
ぱり歴史と文化だと思います。松前、江差にもそれに
応えられる施設や歴史があると思っています。

インバウンド情報の共有化と活用の重要性
中村　正　（北海道開発協会開発調査総合研究所研究員）

　インバウンド情報をもっと共有化しなければいけな
いと考えていたところ、観光立国推進北海道地方省庁
連絡会という中央省庁のいろいろな事業をお互い共有
化し、無駄をなくそうという動きがあり、このサイト
を立ち上げました。

　インバウンドは三つの要素があると思っています。
一つが受け入れ環境の問題。二つ目は観光資源、コン
テンツの問題。三つ目は情報発信、プロモーション、
営業活動。これらがインバウンドの大きな要素だと
思っています。
　このサイトには、他の地域のホームページも載せて
いますので、他の地域の内容も分かり、輪が広がって
います。皆さんが本当に特派員になったつもりで情報
を取得し、皆さんからもこんなことをやっているとか、
こういうことを聞きたいとかの情報を発信するなど
ネットワークを作るためにこのサイトを活用してくだ
さい。

観光地域づくりについて
村上　浩之　氏（北海道運輸局函館運輸支局首席運輸企画専門官）

　わが国は2005年頃から人口減少の状況に入っていま
して、これが長期間続くといわれています。この人口
減少に高齢化社会も重なって地域経済の停滞に繋がる
だろうと予想されています。
　インバウンドの観光客が増えると、観光消費が拡大
し雇用機会が拡大する可能性が高まります。インバウ
ンド観光に取り組む意義は、地域経済の活性化に繋
がっていくことです。実際に日本に来て日本の文化、
日本人と接触することが、日本に対する意識の変化に
繋がります。これが諸外国との健全な関係の構築に繋
がり、国の外交をさらに補完するような国際相互理解
の増進に繋がります。地域で地域づくりを行う際にい
ろいろなことを考え、悩み、相談し、創意工夫を活か
した取り組みが、その土地に住む皆さんの誇りとなり、
愛着がある活力に満ちた地域社会を実現します。こう
いったことが交流人口拡大による地域の活性化に結び
つきます。最終的な国の目標としては、住民が誇りと
愛着を持てる活力に満ちた地域社会の実現です。これ
をインバウンド観光客の増加でもたらそうというのが
「観光立国」の狙いです。

地域における人づくりの重要性が再認識されたセ
ミナーとなりました。




